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図書室

夏の特別貸出中です！
来週は「夏休み」! 宿題もたくさんありますが

何冊か本を読んでみませんか？図書室も夏の特別

貸出をしています。１回に４冊まで借りられ、

返却は夏休み明けです。もちろん早く

読めた本から返して、また１冊借りるのもＯＫ。

本は基本的に１作品１冊なので、希望者が多いと

順番が回ってきません。ですから特別貸出期間と

はいえ、読み終わったらすぐに返して(閉館時は

返却Ｂｏｘに！)もらうとありがたいのです。

夏休みもときどき開館していますので上手く利用

すればこの夏４冊以上読めますよ！

夏読書感想文Ｑ＆Ａ 読書感想文チラシより抜粋



今年の課題図書

夏休みの開館について

７月 22(火),23(水),25(金),28(月),29(火),30(水)

８月 ８(金),19(火)，22(金),26(火) 29(金)

開館時間 午後０ ～ 午後１

通常どおり閲覧、貸出、返却を行います。８月８日までは特別貸出期間

なので貸出は４冊ですが。１９日以降は通常貸出扱いになり２冊、２週

間に戻ります。夏休み中も新刊書籍が入る予定です。入口棚に注目して

おいてください。

星空ロック

那須田 淳:著

１４才のロック少年玲音（レオ）は師匠ケチル老人の残したレコードを、

師匠の昔の恋人のもとへ届けようとひとりドイツに向かいます。 そこで出

会った天才ピアノ少年やボランティア活動の少女の助けをうけて目的の

場所へたどり着きます。その過程で自己満足だった音楽が、仲間とセッ

ションすることで彼のなかで大きな存在として意識され、師匠の若かりし

頃とおなじく自分の「音」を探していこうと決意します。レオ君の彼女への

淡い恋心も可愛くって背中を押したくなります。（でも絶対彼女に振り回ま

わされるぞ！）

ライトノベルに近い展開で読みやすいと思います。

語りつぐ者

Ｐ．ライリー・ギフ:著

父親が仕事で家をあけるため急遽家事能力ゼロに近い親戚に預けられ

ることになったエリザベス。その家にあった自分に似た少女の絵に惹か

れ、祖先について知ろうとします。その絵の少女ズィーは２００年前のドジ

っ子でなにをやっても失敗だらけ。しかしアメリカ独立戦争にまきこまれ母

と家を失ってからは出兵している父や兄のもとへ向かうという強い子に変

わっていきます。ズィーの恋人によって描かれた絵が２００年の時を経て

エリザベスに物語をつないでいきます。

外国作品ですがキャラが立っていてなじみやすいです。現代と過去が

交錯するので整理して (２つのフォントを使い区別しています)読むこと

と、予め独立戦争について調べておくといいと思います。

ホタルの光は
なぞだらけ

大場 裕一:著

ホタルをみたことがありますか？詩や歌に描かれているほどその光は明

るくありませんが、暗闇に光るそれは「輝いて」います。ではなぜひかるの

でしょう？ここの「なぜ」は「どんな目的で」、「どんな仕組みで」でもかまい

ません。この本ではホタルを含む「発光生物」と作者の出会いが描かれて

います。なので、理科的に「発光原理」だとか「遺伝子の変化云々」はあり

ません。この本はそちらではなく研究(勉強)において大切なことは「なぜ

だろう」と疑問をもち、それを解決していこうとする姿勢だと説きます。内容

は科学者の姿勢ですが、学校の勉強でも同じことがいえるのではないで

しょうか。


